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栗園における労働軽減のための収穫・運搬ロボットの開発 
 

１ 代表機関・研究代表者 
公立大学法人 熊本県立大学・松添 直隆 

 

２ 研究期間：令和４年度～令和６年度（3 年間） 
 

３ 研究目的 
栗の収穫・運搬作業は、機械化が進んでいない。栗園の維持には、

労働時間の大幅削減や軽労化が必須である。そこで、栗園における収
穫・運搬・集荷作業の無人化・軽労化並びに農業機械の電動化の推進
を目的とした自律型ロボットを開発する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 
① ロボット機構部の開発 
「イガ付・イガ無し栗を確実に収穫できる」等の機能を備える機構部を開発する。 
（熊本高等専門学校、㈱末松電子製作所） 

② ロボット荷台部の開発 
「緩やかな傾斜地や凸凹の地面を安定的に走行できる」「荷台から収穫部を簡単

に取り外すことで運搬用荷台としても利用できる」等の機能を備えた荷台部を開発
する。 

（熊本高等専門学校、㈱末松電子製作所） 

③ ロボット制御部の開発 
「収穫・運搬は人の関与が不要で、自律走行性を有する」「収穫した栗は指定し

た場所に運搬できる」等の機能を備えた制御システムを開発する。 
（熊本高等専門学校、㈱末松電子製作所） 

④ 社会実装に伴う検証とマニュアル作成 
プロトタイプ等の移動制御や収穫能力の検証、実用化ロボットのマニュアルの作

成及び販売価格の設定等、ロボットの販売に向けた行動計画を実施する。 
（熊本県立大学 環境共生学部） 

⑤ 研究成果の社会実装に向けた行動 
ロボットについての勉強会・検討会の開催及びロボットの性能やセールスポイン

ト等を共同研究機関、普及・実用化支援機関と協力して発信・広報する。 
（熊本県立大学 環境共生学部） 

⑥ 地域金融機関等からの専門的な助言 
資金調達に係るシミュレーションの作成及び情報整理、市場調査、並びに収穫後

の栗についてのサプライチェーンについて調査する。 
（（公財）地方経済総合研究所 事業連携部） 

 

５ 最終目標 
「イガ付・イガ無し栗を確実に収穫できる」「収穫した栗は指定した

場所に運搬・集荷できる」「緩やかな傾斜地や凸凹の地面を安定的に走
行できる」等の機能を備えた自律型ロボット（実用機）を開発する。 

 

６ 期待される効果・貢献 
栗園の労働の軽減はもちろんのこと、夜間や早朝に収穫できるため

夏場の品質劣化やイノシシ被害が減り、増収と品質向上が期待できる。
また、荷台から収穫部を取り外すと運搬用台車になり、冬の剪定、夏
秋の施肥等に利用できる。 

 

【連絡先 熊本県立大学 環境共生学部 植物資源学（松添）研究室 096-321-6708】 



 
 
 
 


